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 兵庫県立大学では、学界をリードする著名な教員による講演会、“知の創造”シリーズフォーラムを

開催しています。 

第 14回目は「グローバル化と健康」をテーマに、グローバル化が我々の健康にもたらす様々な影響に

ついて、兵庫県立大学看護学研究科長の片田範子教授が講演を行いました。 

 アメリカ合衆国テキサス州や聖路加国際病院で長年勤務されていた経験から、「国」というものの存在

と「グローバル化」の両立性の難しさについて感じられたことや、グローバル化していくには相互に依

存でき互いに関係性を持つことが大切であるということ、絶えず変化する国際社会で生活している限り

自国の問題を片づけてから世界に目を向けるのでは遅すぎるということなどが話されました。 

また、今回の講演テーマであるグローバル化と健康について、「グローバルヘルス（人々の健康のこと）」

という言葉を用いながら、グローバル化とともにある健康課題にどのように取り組めばよいか、なぜ今

この問題を考える必要があるのかといった話から、片田先生の研究領域でもある小児看護の現状まで分

かりやすく解説していただきました。 

 最後には、兵庫県看護協会から明石看護キャンパスに寄贈されたフローレンスナイチンゲール像につ

いて、この地の看護、この地の人々の健康を良くするためにという思いで寄贈されたものであるという

話で締めくくられました。 

 平日 18 時からの講演にも関わらず参加者は 139 名にのぼりました。一般の受講者以外にも看護に携わ

る方や看護師を目指す学生など、看護関係者も多数参加され、参加者の中にはメモを取りながら熱心に

講演を聞かれている方もいました。 

  

 

平成 26 年度 生涯学習公開講座 第 14 回“知の創造”シリーズフォーラム 

～グローバル化と健康～ 

 

日  程  平成 27 年 2 月 20 日（金） 

受講者数  139 名 

会  場  神戸朝日ホール 

講  師  兵庫県立大学 看護学研究科長  片田 範子 教授 


